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1. 2022年3月期第3四半期の業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 8,164 △7.3 280 △53.6 321 △49.1 329 △23.0

2021年3月期第3四半期 8,803 17.0 603 ― 631 ― 428 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 46.40 ―

2021年3月期第3四半期 60.22 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 14,527 6,415 44.2 902.13

2021年3月期 13,984 5,619 40.2 790.17

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 6,415百万円 2021年3月期 5,619百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― ― ― 12.50 12.50

2022年3月期 ― ― ―

2022年3月期（予想） 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,300 △3.1 550 △33.2 570 △33.7 400 38.6 56.25

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 7,200,000 株 2021年3月期 7,200,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 88,606 株 2021年3月期 88,606 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 7,111,394 株 2021年3月期3Q 7,111,394 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付
資料２ページ「経営成績に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染状況が一時的に落ち着

きを見せるなか、オミクロン株の発生や資源高・材料不足など社会経済活動は依然として不透明感

を残しておりますが、米国・中国など海外経済の回復を背景に、製造業の景況感は上向き傾向で推

移しました。

このような事業環境のなか、呼吸用保護具全般の受注は堅調に推移しましたが、新型コロナウイ

ルス感染症対策としてN95マスク等の受注が急増した前年同四半期と比べると、売上高は7.3％減の

81億64百万円にとどまりました。

また、利益面でも、売上高の減少が大きく影響したこともあり、売上総利益は前年同四半期比

13.5％減の25億８百万円となりました。

販売費及び一般管理費は、営業活動方法の見直しによる諸経費削減効果に加え、売上高の減少に

伴う運送費等の低減もあって、前年同四半期比では2.9％減の22億28百万円となりました。

以上の結果、新型コロナウイルス感染症対策関連の受注が急増した前年同四半期と比べると、営

業利益は、53.6％減の２億80百万円、経常利益は、49.1％減の３億21百万円、四半期純利益は、

23.0％減の３億29百万円の減益決算となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第３四半期会計期間末における資産合計は145億27百万円となり、前事業年度末に比べて５億43

百万円増加しました。これは、流動資産で棚卸資産が増加したものの、現金及び預金、受取手形、

売掛金等の減少により１億65百万円減少したこと、固定資産が投資有価証券の評価増等で７億８百

万円増加したことによるものです。

(負債)

当第３四半期会計期間末における負債合計は81億12百万円となり、前事業年度末に比べて２億52

百万円減少しました。これは流動負債が買掛金や電子記録債務、未払費用の減少等により７億６百

万円減少、固定負債が長期借入金の増加等により４億54百万円増加したことによるものです。

(純資産)

当第３四半期会計期間末における純資産合計は64億15百万円となり、前事業年度末に比べて７億

96百万円増加しました。これは主に、利益剰余金合計が２億41百万円、その他有価証券評価差額金

が５億55百万円増加したことによるものです。

　この結果、当第３四半期会計期間末時点での自己資本比率は44.2％となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年５月７日に公表しました2022年３月期通期業績予想につきましては、変更ございません。

　今後の業績推移に応じて、修正が必要になった場合には、速やかに発表させていただきます。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,526,542 1,259,899

受取手形及び売掛金 2,750,564 2,353,299

電子記録債権 439,654 419,782

商品及び製品 2,138,289 2,424,277

仕掛品 610,560 634,747

原材料及び貯蔵品 1,060,564 1,148,075

その他 142,592 263,665

貸倒引当金 △1,292 △1,284

流動資産合計 8,667,476 8,502,461

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,333,646 1,277,753

その他 2,776,074 2,741,192

有形固定資産合計 4,109,720 4,018,946

無形固定資産 94,590 100,899

投資その他の資産

投資有価証券 1,045,372 1,845,533

その他 67,284 60,020

投資その他の資産合計 1,112,657 1,905,553

固定資産合計 5,316,968 6,025,398

資産合計 13,984,445 14,527,859

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,039,615 1,003,199

電子記録債務 2,248,972 1,803,801

短期借入金 1,300,000 1,600,000

1年内返済予定の長期借入金 700,000 710,000

賞与引当金 194,081 75,576

その他 889,459 472,602

流動負債合計 6,372,128 5,665,179

固定負債

長期借入金 1,420,000 1,535,000

退職給付引当金 136,922 97,726

その他 436,177 814,539

固定負債合計 1,993,099 2,447,265

負債合計 8,365,228 8,112,445
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 570,000 570,000

資本剰余金 272,577 272,577

利益剰余金 4,206,336 4,447,383

自己株式 △56,938 △56,938

株主資本合計 4,991,975 5,233,021

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 627,241 1,182,392

評価・換算差額等合計 627,241 1,182,392

純資産合計 5,619,216 6,415,414

負債純資産合計 13,984,445 14,527,859
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 8,803,335 8,164,751

売上原価 5,904,655 5,656,480

売上総利益 2,898,679 2,508,271

販売費及び一般管理費 2,295,652 2,228,220

営業利益 603,027 280,050

営業外収益

受取利息 151 85

受取配当金 16,436 18,521

受取ロイヤリティー 32,449 32,424

その他 21,092 20,358

営業外収益合計 70,129 71,389

営業外費用

支払利息 10,496 14,024

売上割引 26,571 －

為替差損 － 10,353

その他 4,641 5,539

営業外費用合計 41,710 29,917

経常利益 631,446 321,523

特別利益

固定資産売却益 － 799

補助金収入 － 168,500

特別利益合計 － 169,299

特別損失

固定資産除却損 9,177 8,273

特別損失合計 9,177 8,273

税引前四半期純利益 622,269 482,549

法人税、住民税及び事業税 158,689 4,356

法人税等調整額 35,319 148,254

法人税等合計 194,009 152,611

四半期純利益 428,260 329,938
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計

基準」という。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が

顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識す

ることとしております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っており、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の

累積的影響額を、第１四半期会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会

計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期累計期間の損益に与える影響及び、利益剰余金の当期首残高への影響

はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会

計基準」という。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び

「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経

過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用す

ることとしております。なお、これによる四半期財務諸表への影響はありません。
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